






【要約】

現在、フジレビオ製のフェニルアラニン基準血液濾紙の品質管理は HPLC によるアミノ酸

分析やガスリー法によって行なわれている。両方法とも、濾紙血で 2mg/dl の低濃度領域

で正確な定量性を得ることが難しいので、新しい正確な方法を開発した。本法は酵素を用

いて基質を NAD と反応させ、生成した NADH を 339nm の紫外部吸収で測定し、NADH のモル

吸光係数が 6,270 であることに基づいて、基質濃度の絶対量を算定しようというものであ

る。血液濾紙 3 ㎜ディスク 10 枚を 0.2N トリクロロ酢酸で 4℃で一昼夜静養抽出して、除

タンパクとアミノ酸抽出を同時に行い、それにNAD とフェニルアラニン脱水素酵素を加え、

室温で反応させた。その後、339nm の紫外部吸収を測定し、濃度を算出した。その結果、

本方法は、HPLC 法、及び脱水素酵素を用いた蛍光マイクロプレート法などで測定した値

ともよい相関を持つこともわかった。この方法はガラクトース基準血液濾紙にも応用可能

である。


